
人材像/講習会/資格試験 ご案内

対象者は
プロジェクト遂行実務者です。

対象者は
プロジェクトリーダー候補者です。

日本プロジェクトマネジメント協会（PMAJ）

ＰＭＣ資格試験の受験について

◼ 受験資格

○ 学歴、年齢、性別、実務経験等は問いません。

○ 但し、 PMC eラーニング実施機関またはPMAJが実施するPMC講習会の受講が終了していることが

必要となります。

◼ 出題形式と試験時間

○ CBT (Computer Based Testing)方式による試験で、50問の問題を四肢択一方式により解答する

方法で行います。

○ 試験時間は、75分です。

◼ 受験費用

○ 17,050円（事務手数料550円含） 消費税（10%）込

ＰＭＣとＰＭＳ（ＰＭＳプログラム試験）の関係について

○ PMCとPMS資格試験およびPMSプログラム試験の

関係は、右図のとおりです。

○ PMC資格者のPMS試験の受験については、原則的

にPMCの知識範囲以外の部・章を対象としたPMSプ

ログラム試験が実施されます。

PMSプログラム試験に合格し、PMS資格登録認定

を受けることにより、PMS資格を取得できます。

PMS資格認定登録

試験合格

PMSプログラム試験 PMS資格試験

PMC資格登録者

PMC講習

受験者

独学・社内研修等、
またはPMAJ主催の
P2Mプログラム知識
習得講座
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特定非営利活動法人 日本プロジェクトマネジメント協会
Project Management Association of Japan（PMAJ）
        〒106-0044 東京都港区東麻布一丁目5番2号

        TEL：03-6234-0551（代表）    FAX：03-6234-0553

https://www.pmaj.or.jp/    E-mail：admi@pmaj.or.jp

（注）PMCは日本プロジェクトマネジメント協会（略称：PMAJ）の登録商標です。

ご不明な点がありましたら、直接PMAJにＥ-mailにてお問い合わせ下さい。



ＰＭＣ資格者の人材像は次の通りです。

プロジェクトマネジャー候補者とプロジェクト遂行実務者のための資格です。

P2M（プロジェクト＆プログラムマネジメント）とは
全体使命を実現する複数のプロジェクトが有機的に結合された事業などのプログラムの

推進から、特定使命を受けて始まりと終わりのある特定期間に、資源・状況など特定制

約条件の下で達成を目指す将来に向けた価値創造事業などのプロジェクトの推進を図

ります。PMC資格は、P2Mの入り口となります。

PMC資格の対象となるプロジェクト

P2Mは、プロジェクト創出・構想段階（上流）、プロジェクトの計画・遂行（中流）、さらに運用・維持（下流）

までの3つの領域を幅広く取り扱っています。PMC資格者の対象となるプロジェクトは、中流にあたるプロジェ

クトを実際に計画・遂行する段階を対象としています。

使命の洞察・構想 プロジェクトの計画・遂行 システムの運用・維持

P2Mの3領域

＜上流＞ ＜中流＞ ＜下流＞

スキームモデル システムモデル サービスモデル

PMCのプロジェクト領域

1. プロジェクト遂行実務者、プロジェクトリーダー候補者、営業担当者として社会的認知を獲得する人材

2. プロジェクトマネジメント実務を行う上で必須となるプロジェクトマネジメントのコア知識を有する人材

3. 組織横断型プロジェクトに適応するプロジェクトマネジメント知識を有する人材

ＰＭＣ資格の対象者は、プロジェクト遂行実務者とプロジェクトリーダー候補者です。

目的・目標が明確なプロジェクトを遂行

プロジェクトの使命、プロジェクトマネジャー

の意図を理解し、プロジェクトマネジャーを

サポート

P2Mの基礎知識を有し、実践で使用

プロジェクトマネジャー補佐として、メンバー

間の意思疎通を図り、成果物の実現に

貢献

Ｐ２Ｍの４段階資格制度

名 称 対 象 知識範囲 経 験 講習 有効期間

PMC
プロジェクトマネジメント・
コーディネータ

・プロジェクト遂行実務者

・プロジェクトリーダー候補者

P2Mガイドブック

（PMコア知識）

学歴・実務経験
問わず

24時間以上
講習義務付け

5年毎の
更新

PMS
プロジェクトマネジメント・
スペシャリスト

・プロジェクトマネジャー

・プロジェクトリーダー

P2Mガイドブック

（P2M全般知識）

学歴・実務経験
問わず

－ 同上

PMR

プロジェクトマネジャー・
レジスタード

＊27年度よりプログラム
マネジャー・レジスタードへ

・ゼネラルマネジャー

・プロジェクトマネジャー
実践知識

3年以上のプロ
ジェクトマネジメ
ント

－ 同上

PMA
プログラムマネジメント・
アーキテクト

・プログラムマネジャー 実践知識
７年以上のプロ
ジェクト・プログラ
ムマネジメント

－ 同上

ＰＭＣ資格に必要なＰ２Ｍの知識範囲

幅広いP2Mの知識体系のうち、PMC資格者（プロジェクト遂行実務者、

プロジェクトリーダー候補者）に求められる知識範囲は次のとおりです。

体系は右図。

1. P2Mの概要と特徴

2.プロジェクトマネジメント

① プロジェクトとプロジェクトマネジメント

 ② 統合マネジメント

 ③ ステークホルダーマネジメント

④ スコープマネジメント

 ⑤ 資源マネジメント

 ⑥ タイムマネジメント

⑦ コストマネジメント

⑧ リスクマネジメント

⑨ 品質マネジメント

⑩ 調達マネジメント

⑪ コミュニケーションマネジメント

3.事業経営基盤

① プロジェクト組織マネジメント

② 情報マネジメントと情報インフラストラクチャー

4.人材能力基盤（①リーダーシップ ②コミュニケーション能力とコミュニティの創造 ③多文化対応 他）

ＰＭＣ講習会とＰＭＣ資格試験

○ PMC資格試験受験希望者は、基礎知識習得のために24時間以上の講習受講が義務付けられます。

○講習会は、PMAJまたはPMC eラーニング実施機関で受講してください。

ＰＭＣ講習会の日程と申し込みについて

○講習日程および講習費用は、PMAJまたはPMC eラーニング実施機関でご確認ください。

○ 講習会申込は、 PMC eラーニング実施機関またはPMAJホームページ（https：//www.pmaj.or.jp）にてお申込ください。

受験者

ＰＭＣ ｅラーニング実施機関

講習（24時間以上）

PMAJ

講習（24時間以上）

PMC資格認定

PMC資格試験

講習応募 講習応募

受験申込み 受験申込み

（P2Mツリー）
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